
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

平成３０年度埼玉の子ども 70万人体験活動 

● 保護者、祖父母・地域の協力を得て、交通安全について、学んだ。

久喜警察や久喜市役所の方々にも協力いただき、自転車実技やシ

ミュレーターをつかって、自転車の安全な乗り方について、体験

を通して学んだ。 

● 保護者、祖父母・地域の方々、警察や市役所の方々など、多くの

方に交通安全について教えていただいたおかげで、児童は、安全

な自転車の乗り方が実感を伴って理解できた。 

● 学校・家庭・地域が一体となって、児童の安全を守っていく意識

が高まった。 

● おじいちゃんやおばあちゃんが、ずっとついて教えてくれたの

で、自転車の安全な乗り方がわかった。これからも、車に気をつ

けて、自転車に乗りたい。 

● シミュレーターは本当の道路みたいで、びっくりした。とても楽

しかった。 

 

交通安全体験 

第３学年 


